
平成 28・29年度 佐賀県教育センター 高等学校理数教育 

実践事例７-1  

３ 授業実践 

実践事例７ 数学Ｂ 

  指導計画  

   ○単元名 

「第２章 空間のベクトル」（高等学校 数学Ｂ 数研出版） 

   ○単元の目標  

ベクトルについて理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に

考察し表現する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

   ○単元について 

座標及びベクトルの考えを平面から空間に拡張する単元である。座標、２点間の距離、ベク

トルの大きさ・成分・内積の計算は、平面ベクトルで学んだ内容を拡張すればよいので生徒は

比較的理解しやすい。位置ベクトルの考え方を利用して図形の性質を調べる内容については、

平面ベクトルでの内容と同じように考えて立式して処理することができる。しかし、空間の図

形をイメージすることや一直線上にない３点が定める平面上の点が満たす関係式の立式に難し

さを感じやすい。与えられた２点を直径の両端とする球面の方程式を求める問題や空間内の折

れ線の長さの和の最小値を求める問題は、これまでに学習した様々な考え方を活用する方法が

考えられるので、数学的な思考力・判断力・表現力を身に付けさせるのに適している。 

指導に当たっては、まずは教科書の基本的概念をしっかり定着させたい。その上で、基本的

な図形の性質や関係についてベクトルを用いて表現することを学ばせ、様々な事象を考察する

力を育てていきたい。問題によっては解法が１通りではないものがあり、いろいろな解法を考

えさせることにより多角的に物事を見ていくような意識を持たせていきたい。そのために、問

題を個人で考えさせた後、対話的活動を通して、生徒自身が考えを発表し、練り合う場面を設

定したい。 

   ○単元における工夫（思考力・判断力・表現力の育成を目指して） 

    ・球の方程式を求める様々な方法を授業で取り扱う。まず、円の性質を思い出させ、それを応

用して球の性質を考えさせて立式につなげる。 

    ・空間内で点を平面に関して対称移動させたり、点と直線上の点との最短距離を求めさせたり

する問題を扱う。 

・リフレクション・シートを配付し、毎授業の最後に学習内容を振り返らせる。 

 ○本時の目標 

・事象を数学的に考察することを通して、空間のベクトルにおける数学的な見方や考え方を身

に付ける。              【数学的な見方や考え方】 

○本時における工夫（思考力・判断力・表現力の育成を目指して） 

手立てⅠ 

・図を比較させることでどのような図を描けばイメージしやすいか考えさせる。 

・比較した後、再度図を描かせ、なぜその図がよいのかを記述させる。 

手立てⅡ 

    ・平面の問題を想起させ、その考えを関連付けて考えさせる。 

・点Ｐ、Ｑのどちらを対称移動させた方が問題解決しやすいのか、その理由を考えさせる。 
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実践事例７-2  

  授業の様子  ８／10時間目  

   …対話的活動    …評価（Ａ…十分達成 Ｂ…おおむね達成 ★…達成不十分な生徒への支援） 

過 

程 

学習活動 

 …教師と生徒、生徒同士のやり取り 
教師の働き掛け（○）、評価規準（◆） 

導 

入 

 

１ 空間座標の問題について復習する。 

 

 

 

 

 

 

・個人で考えた後、ペア活動により考えを比較

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３点が一直線上にあることを、ベクトルを用

いて表す。 

 

・AP⃗⃗⃗⃗  ⃗ = kAB⃗⃗⃗⃗  ⃗の始点を原点に変えることで、点Ｐ

の座標をkを用いて表す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇まず個人で考えさせた後、ペアで互いの考えや

解き方を説明し合い、納得がいったら着席させ

た。その際、答えのみの確認ではなく、考えた

根拠を伝えるように指示した。ペアで解決でき

なければ、自由に歩いて聞きに行かせた。 

 

 

 

 

〇新しい知識を得たら、プリントの下の方のメモ

欄に記入させた。 

 

 

〇なかなか着席できない生徒がいたので、全体で

解法を確認した。 

 

 

 

〇ペアで立式の仕方を検討させた。 

 

 

〇点Ｐの座標を求めるにはベクトルの始点をど

の点にすればよいかを、ペアで確認させた。 

ペアで解法を確認している様子 

ワークシートに書かれたメモ 
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実践事例７-3  

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 演習問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 図を描き解決の見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある生徒が描いた図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○グループを作らせ、それぞれが描いた図を比較

しながら考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

ワークシートに描いた図を用いて議論する様子 

 

 

〇電子黒板を用いてグラフを提示し、解決に向け

ての見通しを立てられないグループ内でも議

論できるように配慮した。 

 

 

 

 

 

 

電子黒板に提示したグラフ 

 

◆事象を数学的に考察することを通して、空

間のベクトルにおける数学的な見方や考え

方を身に付けている。 

【数学的な見方や考え方】 

（ワークシート） 

Ａ：𝑥𝑦平面に対して点Ｒと対称な点Ｒ’を取

り、ＱとＲの距離をＱとＲ’の距離とし

て処理する考え方を身に付けている。加

えて、３点Ｐ、Ｑ、Ｒ’が同一直線上に

ある場合を考え、ＰＲ’の長さの最小値

を求める問題として処理する考え方を身

に付けている。 

Ｂ：𝑥𝑦平面に対して点Ｒと対称な点Ｒ’をと

り、ＱとＲの距離をＱとＲ’の距離とし

て処理する考え方を身に付けている。 

★：平面での同じような問題の解き方を想起

させる。 

あるグループの話合いの内容 

生徒Ａ：片方を裏側に持ってくればい

い。 

生徒 B：𝑥𝑦平面だから𝑧 = 0。 

生徒 A：そうそう、だから𝑧座標をマイ

ナスにすればいい。 
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実践事例７-4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平面での問題で、動点が１つの場合を考える

ことで解決策の理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇点Ｒを𝑥𝑦平面に関して対称移動させればよい

ことに気付くように、平面での同じような問題

の解き方を想起させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇平面上で２点Ｐ、Ｑを固定し、𝑥軸上に動点をと

り、動点からＰ、Ｑまでの距離の和が最小にな

るときを考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇対称点を取ると２つの線分の長さが等しくな

ることを理解させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 師：平面上の問題として考えて

みよう。点Ｐはある直線上

を動き、点Ｑは𝑥軸上を動

くとする。ＰＱ＋ＱＲを最

小にするにはどのようなに

考えればよいか？ 

生徒Ｃ：∠ＰＱＲが 90度になれば

よい。 

生徒Ｄ：点Ｐを𝑥軸に関して対称に

なるように移動させればよ

い。 

教 師：もし点Ｐが𝑥軸上にあった

らどうする。 

教 師：○○の家がＱで、□□の家

がＰ、𝑥軸のところに花畑

が続いているとしよう。Ｑ

から出発して𝑥軸のところ

で花を摘んでＰまで行くの

に、移動距離をなるべく短

くするにはどうすればいい

だろう。 

生徒Ｅ：Ｐを𝑥軸に関して対称移動

させＰ’とし、Ｐ’とＱが

一直線になればよい。 

 

教師の板書１ 

教師の板書２ 

教師の板書３ 

教 師：この辺りに座っている人が

もう気付いたようです。さ

っきの図に戻ると、点Ｑが

どこにあれば、 

ＰＱ＋ＱＲ’を最小にでき

ますか。グループで確認し

てください。 
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実践事例７-5  

・３点Ｐ，Ｑ，Ｒ’が一直線上にあるときを考

えればよいことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・点Ｐを動かし、ＰＲ’が最小となるのはどの

ようなときかを考察する。 

 

 

 

(2) 最小値を求める計算方法について見通しを

立て、計算する。 

 

〇点Ｐを固定した場合は、３点Ｐ、Ｑ、Ｒ’が一

直線になるときにＰＱ＋ＱＲ’が最小になるこ

とを理解できているか、指名して答えさせるこ

とで確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇次に点Ｐを動かして考察させた。直線ＡＢ上の

点Ｐと点Ｒ’に対し、ＰＲ’⊥ＡＢのときに

ＰＲ’最小となることを、直線ＡＢと点Ｒ’を

含む平面を図示して考えさせた。 

 

〇垂直を利用して立式できないか、２点間の距離

の公式を利用できないか、ヒントを与えながら

見通しを立てさせた。 

ま 

と 

め 

３ リフレクション・シートに記入しながら解決

に至るポイントを振り返る。 

○点Ｒを𝑥𝑦平面に関して対称移動させた点Ｒ’を

取ること、３点Ｐ、Ｑ、Ｒ’が一直線上になる

ことを考えること、ＰＲ’⊥ＡＢとなることを

振り返らせた。 

 

教師の板書４ 


